
朝日新聞に投稿

お気づきになった方もいらっしゃると思いますが、

10月15日の朝日新聞の朝刊、「声」欄に次のよう

な提案が掲載されました。

「尖閣諸島の天気予報を流そう」

市議会議員（埼玉県新座市　）高邑　朋矢

尖閣諸島が日本固有の領土であることは明白だと

思います。そこで提案です。毎日の天気予報を流

したらどうでしょう。例えば「今日の尖閣諸島は、晴

れ時々曇りでしょう」、そして「明日の、国後・択捉・

色丹・歯舞地方は雪でしょう」といった具合にやる

のです。そういう天気予報が全国津々浦々に毎日

流れれば、わが国の領土だという認識も、いっそう

定着するはずです。毎日のことですから、われわれ

大人はもちろん、子どもたちも自然に尖閣諸島や

北方領土を意識するようになるでしょう。日本の天

気予報なのですから、他の国にとやかく言われるこ

ともありません。固有の領土を守るには、のんきな

作戦かも知れませんが、10年、20年と毎日続けば

、意外に力になるのではないでしょうか。

3ヶ月に一度、みなさんのお宅には「にいざ市議会

だより」が届きます。僕が一番見て欲しいところは最

後のページ（Ｐ１８）とその前のページ（Ｐ１７）です。

そこには”議案等の審議結果”があるからです。Ｐ

17には会派名と各議員の名前が掲載されていま

す。一般質問の内容も気になるところですが、あれ

は多くの質問の中の一つに過ぎません。大事なの

は議案に対して賛成したのか、反対したのかなの

です。その議案等にも3種類あります。

100年後

朝日新聞からは図書券3000円分が送られてきま

した。新聞に自分のアイデアが掲載されて、更に図

書券まで頂けたのですから、嬉しいったりゃありゃし

ません。ちょっと癖になりそうです。北方領土も黙っ

ているだけじゃあ、戻ってくるはずはありません。出

来ることはあるはずです。北方領土がどこなのかも

知らない子ども達が増えています。僕は実際に千

島列島・北方領土沖を航海したことがありますが、

ソ連の砲台が海の方を向いていて怖かった記憶が

あります。我々の船は調査船（北大水産学部、北

星丸）だったので、気楽に航行していましたが、北

星丸の後ろを付いてきた一隻の日本漁船が拿捕

されたことも記憶に残っています。オホーツク海は

暗く、冷たく・・・二度と行きたくない海です。正確に

言うと、見たいけれど、航海はしたくないという意味

です。100年後、北方領土や尖閣諸島、そして竹

島はどうなっているのでしょうか。

市議会だより

市長提出議案
一番最初にあるのが市長提出議案です。市長与

党（政和会・公明党・刷新の会）の議員は常に100

％賛成しています。市長与党は前もって、議案説

明会で市長から議案の説明を受けるのが慣例にな

っています。それでは本議会で質問もでないし、反

対も出来ません。議会に議案が提出される前に承

認されているということです。市長の提案に100％

賛成しているだけなら議会は必要ありませんから、

僕は是々非々で賛成したり、反対したりしています

。6月議会でも9月議会でも一人だけ、ある市長提

出議案に反対しました。本来は一人ひとりの議員

がそうあるべきだと思っていますが、会派を組むと

そうもいかないようです。二番目が議員提出議案

です。これは意見書と呼ばれるものが多く、議員が

賛同者のサインを貰い、議会に提出し、賛同者が

多ければ、国に提出するというもので、賛同された

意見書の内容は後ろから3番目のＰ16に掲載され

ています。三番目は議案ではありませんが、市民

から出された請願・陳情に対する態度が○×で示

されています。市長提出議案では100％同調する

市長与党（自民・公明・刷新の会）の各会派ですが

、二番目と三番目に関しては意見が分かれます。

考え方がもともと違うのです。でも、市長の提出した

議案には全部賛成・・・僕にはその意味がよくわか

りません。「地方議会などいらない」「地方議員など

いらない」そう言われてもしょうがありません。最後

にある編集後記も各会派の代表が書いているので

、注目すべきところです。以上、市議会だよりを楽

しむ方法でした。


